
2023年度通常総会議題

日時  2023年 5月 28日 (日 )

午前 10時～11時

場所   カフェハ ミングバー ド

(審議事項)

第 1号議案  2022年度事業報告について

第 2号議案  2022年度決算について

第 3号議案  2023年度事業計画について         
・

第 4号議案  2023年度予算について

第 5号議案 役員の選任について



第11翻康

、 特定非営利活動法人権利擁護 トーチ
2022年度事業報告書

2022年月1日から2023年3月31日
1 事業実灘の成果

1 纏繊、事業活妙 議=化に向けた活動
特颯認定取終に奇けて投員報轟規急 給与癌橿を整備しました。

2 運営基盤の強化に向けた活動
正会長は横ばい、賛助会員ιよ7名増加しました。 (正会員鶴名、賛鰺全員競名)婆初は特優鑑定取得と91せて寄付募集に取り組む予
定でしたが、諄定要書 緞 員要件)を充足していなかったため、認定取博

`ま

当薔目業となりました。
3 事業の額撥的選警管理に向1,た活鵞
事務局会議を苺月定鋳麗縮し、理事長、翻理事長、事務局長の合議で会の運営にあたってきました。これにょり、事業のP3滑な実

施に役立っています。会報も年 4回のベースで定鶏発行できました。
4 福談事業
ホームページに会霰、学習金霧告等を掲載しました。多くの情報が轟載され、便刊な機能が盛り込まれています。

事業者からの問い合わせは増えていますが、一般の方からの問い合せがほとんどありません。

学習会においてなんでも網議会を縮撃しましたが申し込みには至りませんでした。

5 生活支援事業
計画では月2名の利用会員入会を予定しましたが、利用会員数は2ユ名にとどまっています。 (入会

“

名、運会筆名)退会はほとん
どが本人死亡によるものです。簡Lヽ合わせはありますが、従事できるスタップが少ないためお断サするケースもでてきてしヽます.

また、下半翔となり問い合せも減っていますので、事業者等への広報活動が必要かもしれません。

6 啓発事業
昨年り塾醸 (自 )に躍霜生藻学詈センターt・F2回高参考め人権学習金「これからの身元保置を考えるJを機馨じ:ま した。市内の医療
分護事華者、N'0,行 政等に広く広報しコ名の参加がありました。本鍵 澤

"日
(月 )には,と平針で第3回苺齢者の人権学習会 r

身寄りがなtヽ人の準備―遺言、勇後時 中心にして一Jを斃燿しました。天白区内の方を中心に地元の方が策名参歳がありま
した。いずれも事薗申し込み霧としましたが想定以上の参加があり、次につながる内容で好評でした。

ア 交流事業
今年度

`■

実施なし。

‐               ‐―   字2 特定書営利活動に係る蓼業の実施に鶴ける事項

機

(定数に巳難した事動
■,I● ■■吉==

:A,三 夢事業,■■ F■
.3｀ 三ι事革■■■二ij

.C,■ 筆者Ⅲ て
=

(D)受益対象者の範霧
(こ )人最

琴 苺費
^士
零

`菫

● :千 ■ |

(11葛監著め犠
=:盛
∫

に薔する信詳事二

市買を

'1象

に、葛鈴者の■
'1滝
護Itび生

活全唆 :=■:す る程談に応 え_4た 0 葛離

者圭 i■ ●1■■ トーチを
=:1し
ました。

:ハ :通年

13'事 ■ F

く03人

(D)市民

(E)多数

(2)高齢者の権利難襲
に関する生活支援

轟

支援を要する高齢者を対象に、介護保険

など公的サービスの対象とならないとこ

ろの金錢管理、通院付き添い、買犠代

行、撻社サービス利用等の支援を行いま

した。

CAl群

く動市内

(03人

てD》 轟』蟹き者

てこ)投名
823

(3)高懇者の権利擁護
に纂する書発事業

び /螂 生涯雫督センター (亭票者対象)
ア保概人籠懸の現状と課題

く日本福社大学准教授 林祐介動
イ身元保護から後見ヘ

(ぶらっとほ―む理事長 露田哲圭氏)
叡 /20は っと平針 く地域封魚》

身寄りのない人の準備「適言、死検事務を中

心に」 (名糧 南毒法織事務所平針事毒斎葛

森槽司弁磯■)

(A)選

“
=

(D市内

(06人

(D)市民、事業者
(a)70名

141■●者の権
=:it語

に買する責●1事二

行政、事業者を対象に、蔦鈴者の権利擁

議、生活支援⇔方策に策して、各々の事

業のあり方や連携方法などについて構捜

交換や共催事業を奪うものですが、検討

のみとし実施できませんでした。



第2号議案

特定非営利活動法人権利擁護トーチ

活動計算書
2022年 4月 1日 から2023年 3月 31日 まで

雛 算書類の注記)
1重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年7鳥 20日 お17年 12月 12日最終改lE NPO
法人会議基準協議会)によつています。
2事業費、管理費区分
共通費の按分方法は、事業活動従事時間と管理活動従事時間の比率により接分してンヽます。

1.受取会費
正会員入会金

贅機会員入会金
和用会員入会金
正会員受取会費
賛助会員受取会費
利篤会員受取会費
2.寄難金
審離金

ュ.助成金等
勁成金

4・ 藝 益
高齢者の権利擁護に要す確 談事業
椰 鶴議に関する生活支援事業
織齢者の権和擁護に関する啓発事業
高鹸者の権利擁護に関する交流事業
5.その絶象益
受取利息           ・

雑収益
経常収益議
菫経常費用
1,事業費
(1)人件費
役員報醐

給与

人体費計
(2)その鐘経費
外注費
識盤

印刷製本費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
賃鱗
消耗品費           |
広告宣伝費
保険料            |
その議 費識         |
事業費計             |
2.管理費               ‐

(1)人件費            |
役員報醸            |
給与             |
人俸費針           .
(2)その他経費           |
諄理製本費          :
会議費            i
旅費交通費          |

R I
程税公課           |
雄黄

その他経費計

管理費計

経常費用計
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

鷲,232

9,792

109,684

科  目 金  額

204.00〔

1.351.75C

10000( 100,00(

〔

1 017,75(

0

882.234

1 07n34`
188.1 lll

野
豪
働
蝦
颯
籠
寮
躍
銀
管
188



2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人権利擁護トーチ

単位 :円

科目。摘要 金額

1識難責産

翼金預金

現金   現金手許有高

当座預金 ゆうちょ銀行天白支店

普通預金 毛古屋銀行島田支店

未収金 (3月 分利用料)

漉彙資産合計

2国定資産

棗定資産含雛

資産合計

菫負債の部

1流動負債

未払費用 (3月 分外注費、交通費 )

流動負債合計

2固定負債

固定負債合計

正味財産

負債合計

120,762

204,395

153,454

74,500

553,111

0

・     553.111

60,120

60,120

0

60,120

0

492,991



2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人権利擁護トーチ

単位 :円

科目・摘要 金額

産の部

1流動資産

現金預金

未収金

流動責産合計

2固定資産

固定責産合計

資産合計

=負
債の部

1流動負債

未払費用

流動負債合計

2固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

478,611

74,500

553,111

0

553,111

0

60,120

60,120

0

60,120

0

211,585

281,406

4921991

553,111



監査報告書

特定非書群活動装入

権秀壁難獲トーチ

理事長  西簿楠也 殿

2023年 4周 17轟

特定非営穫活動法人

権利擁護 トーチ

騨姦 霧爵雄絋
:

私は、特定非営穫活動健進法第 18条の規程にもとづき、特定書営利活動法

人権利擁護トーチの2022年 4月 1醸 かみ2023年 3月 31菫 までの事業年度
における理事の業務執行、並びに財産の状況について監査を行った絡業、飯

下のとおり報告します。

1 監査方法の機要
(1)会計監査‡こついて、銀簿並びに関係書類など必要と思われる監査手続を

羅いて計算書類の正難性を続討した。

(2)業務監査について理事から業務の霧書を驚取し、鐘係書類の霧覧、必要
と思われ為監査手続を翔いて業務執行の妥当性を検討した。

2 監査意見
(1)賊麓爾鐘、貸借対類表及び活動計算書は、湊令及び定款に従い、法人
の財産童びに活動の状渡を正しく示していることを認みる。

(2)事業報告書の夫容は真実であ轟と認める。
(3)理事の輔 執行鍾轟する不亜行為、または法令もしくまま定款鍾違反す
るような重大な事実はないことを認める。



繁 3苺聾擦

ヽ 特定非営利活動法人権利擁護 トーチ
2023年度事業計画書

2023年 4月 1日 か ら2024年 3月 31日
1 事業実施の方針

1組織や事業活動の濃藤化に取り織むとともに、財務会計業務、金銭管理業務の体制整鐘1こ勢めます。
2正会長の拡大と併せて、増員を含む級員体制の強仏 贅助会員及び寄付の募集などを通じて運営基盤の強化に取り組みます。
3事業の線鐘的運営管理軸 けて、理事会及び事務局会議を定期的に開鑓します。情報交換の場誌 る会報の充実にも取り組みます。
4精談事業につしヽては、ホームページなどで相談所の広報朧 り組むとともに、随時「高齢者なんでも鵜談劉 を覇獲します。
s生活支援事業については、当会のサービスを多くの方に知っていただき、利用していただきたしヽと思います。現行の料金体系の対儀性、
利便性、透瞬性を31き続き保持します。健全な高齢者サポート事業の普及という趣旨でサービス提供体制を議案しながら身元保護にも注力
していきたいと思tヽます。溝用会員の増加に向けては、31き続き有債ボランテイアで対応し、スタッフ募集の取り組みを強化します。
6啓発事業については、市民、事業者を対象にした学習会を定期的に開催し、権利擁護の課題を市民、事業者の間で共有します。
併せて、バンフレット等を通じて権稿擁護の活動の意義を広報します。

7交流事業についてl■、将来のネットワークづくりをめざして、行政機関、事業者等を対象にした権利擁護のための交流会を実施します。

ソ ■定非営利活,1こ 颯る事業の実■に繭する事項

事業名

(定数に誌載した事業)
員奪的な事業へ■

(A)当該事業の実施予定置時

(3)当該事業の実施予定場所

(C)従事者の予定人数

(D)受益対象者の簿饉

(E)予定人数

事業費の予算饒

〈単位 :千円)

(1)高齢者の権審擁護
に関する相談事業

市民を対象 、高齢者の権利擁雲及び生

活全般畷 する相談に応えるため、高齢

者生活機談所トーチを達営します。鐘

時、「轟齢者なんでも相談会」を霧催し

ます。

CAM通年

(総事務所

(05人

(D)市民

(E)不特定多数

(2)寓鈴者の権弯擁護
に驚する生活支援

事業

支援を要する高齢者を対象に、介護保険

など公的サービスの対象とならないとこ

ろの金銭管理、通院付き添い、買物代

行、福祉サービス利用、身元保護等の支

援を行います。

(A)運年

(→市内

C)5人

(D〉 薫齢者

(E)30人雛
1240

(3)高齢者の権利擁護
に関する啓発事業

市民及び事業者等を対象に、高齢者の生

活支援と権毒擁議の推進に向けて、ホー

ムベージ、研究会、議座開催等により鍵

広く警鏑 動を行います。

併せて、権利擁護の活動をバンフレット

などを通じて広報します。

tA)通年

(総市内

(C)5人

(D)市民、事業者
(E)不特定多数

(4)高齢者の権利擁護
に関する交流事業

行政、事業者等を対象に、高齢者の生活

支援、権利擁護の推進に向けて、各々の

事業のあり方や連携方法などについて驚

鐵交換や共催事業を行います。

(A)運夢手

(鋤市内

C)5人

(D)行政、事業者

(E)不特定多数



第4号議案

特定非営利活動法人権恭1擁護トーチ

2023年4月 1日 から2024年 3月 31日 まで
(単位 :円 )

■

経常象益

1.受取会費
正会員入会金

賛動会員入会金

利用会員入会金

護会員受取会費

賛駒会員受取会費

利用会員受取会費

2.寄講金
寄離金

3.助成金等
場成金

4.事業収益
高齢者の権利擁譲に関する相談事業

高齢者の権莉擁盛曜 する生活支援事業

高齢者の権利機叢に関する啓発事業

高齢者のり に関する交流事業

5。 その他収益

受取利息

維収益

経常収益講

経常費用

1_人件費

役員報醐

給与

人件費計

2.その他経費

外注費

謝金

印刷製本費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

賛借料

鎖耗品費

広告宣伝費

保険料

支払手数料

租税公課

雑費

その機 費計

経常費用計

当錮
=味
財産増減額

餞期繰越
=味
財産額

次期繰選菫味財藍額

15,000

15,000

72,000

39,000

65,000

63,000 270,000

11770,000

200、 000 200,00C

0

1,300,000

0

0 1,300,000

0

0

1,750,0011

700,00C

50,0∝

1鍵 ,00C

30,0∝

200,00C

200,0喀咤

100,00C

100,00C

100,00C

60,(浄 C

60,00C

20,00C

30,00C

1,750,0001,750,00G

20,000

492,991

512,991



第 5号議案

役員の選任について (案 )

【理事】(任期2024年度通常総会まで)

(縦)

村圏吉隆

2023.5。 28

:


